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渡 辺 復 興 大 臣 の 福 島 県 訪 問 ぶ ら 下 が り 会 見 録  
（ 平 成 3 1年 １ 月 1 7日 （ 木 ） 1 7 : 5 8～ 1 8 : 0 0  於 ） 福 島 市 ）  

 

１ ． 発 言 要 旨  

  本 日 は 、 福 島 県 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 、 Ｊ Ａ 福 島 五 連 、 福 島 県 商 工

会 連 合 会 、 そ し て 福 島 県 商 工 会 議 所 連 合 会 の 代 表 の 皆 様 方 と 意 見

交 換 を し ま し た 。  

  意 見 交 換 の 中 で は 、 復 興 ・ 創 生 期 間 後 の 支 援 の 継 続 、 東 京 電 力 福

島 第 一 原 発 事 故 の 収 束 や ト リ チ ウ ム を 含 む 処 理 水 の 取 扱 い 、 県 産

品 に 対 す る 風 評 被 害 の 払 拭 や 販 路 の 回 復 ・ 新 規 開 拓 、 福 島 イ ノ ベ

ー シ ョ ン ・ コ ー ス ト 構 想 の 推 進 、 森 林 、 農 業 用 ダ ム 、 溜 め 池 、 水

路 等 の 除 染 作 業 の 促 進 等 に つ い て 要 望 を 頂 い た と こ ろ で ご ざ い ま

す 。  

  ま た 、 い わ き 市 の 小 名 浜 魚 市 場 で は 、 魚 介 類 の 放 射 性 物 質 検 査 の

状 況 に つ い て 、 三 春 町 の コ ミ ュ タ ン 福 島 で は 、 放 射 線 に 関 す る 情

報 発 信 や 教 育 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 視 察 を い た し ま し た 。  

  そ し て 最 後 に 、 こ こ 、 福 島 市 に あ る 復 興 公 営 住 宅 の 北 中 央 団 地 を

訪 問 し 、 高 齢 者 住 戸 の ３ Ｌ Ｄ Ｋ タ イ プ を 視 察 し 、 そ の 後 、 自 治 会

や Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 み ん ぷ く の 皆 様 方 か ら 団 地 で の 生 活 の 様 子 や コ ミ ュ

ニ テ ィ 形 成 の 流 れ 、 実 際 の 取 組 等 に つ い て お 話 を お 伺 い し た と こ

ろ で ご ざ い ま す 。  

  本 日 の 意 見 交 換 や 視 察 を 通 じ て 、 産 業 ・ 生 業 の 再 生 や 被 災 者 支 援

の 重 要 性 を 改 め て 感 じ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ れ か ら も 復 興 行

政 に お い て 、 し っ か り と 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

 

２ ． 質 疑 応 答  

（ 問 ） 今 程 、 大 臣 が お っ し ゃ っ た 要 望 の 中 で 一 つ 、 県 漁 連 か ら 恐 ら く

ト リ チ ウ ム 水 に 関 す る 要 望 も あ っ て 、 野 崎 会 長 は 海 洋 放 水 に 反 対

す る 立 場 を 示 さ れ た か と 思 う の で す が 、 そ の 要 望 に 対 し て 、 大 臣

の お 考 え を お 聞 か せ く だ さ い 。  

（ 答 ） 基 本 的 に は こ の ト リ チ ウ ム 水 の 対 応 に つ い て は 、 Ａ Ｌ Ｐ Ｓ 小 委

員 会 で 総 合 的 に 検 討 し て い る と 私 は 理 解 を し て お り ま す の で 、 こ

の 点 に つ い て は 、 小 委 員 会 の 議 論 を 注 視 し て ま い り た い と い う ふ

う に 申 し 上 げ ま し た 。  

 

（ 以   上 ）  
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